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受賞者のプロフィール

[経歴 1

1929 カンボジアのタケオ汁|で生まれる。

1943 カンボジア仏教にて得度。

1953 ナーランダ大学(インド・ピハーラ州)に入学。

1956 チュオン・ナス 旧サンガ・ラジャのカンボ

ジア代表団のメンバーの一人として、ビ、ルマ

のラングーンにあるカパ・アユェ寺院で開催

された「第 6 回仏教サン方協議会 (2500BE)J

に出席。

1957 ナーランダ大学から博士号の学位と共に、マ

ハ・ゴーサナンダという称号を授与される。

日本及びカンボジアの大乗及び上座部におけ

る仏教の同時代の指導者と共に研錯する。

1965 タイ膜想の師範であるアチャアン・ダンマド

ロ師の弟子として隠遁生活に入る。

1978 クメール・ルージュの追放に伴いカンボジア

難民がサケオ・キャンプに最初に流入した場

面に遭遇する。難民達に小冊子を配り、「憎悪

は決して憎悪によって鎮めることはできない。

憎悪はただ慈愛によって鎮めることができる」

という釈尊の言葉を人々に思い起させる。

1978 タイーカンボジア国境にある難民キャンプに

寺院を建立。

1980 国連経済社会理事会の顧問としてクメール亡

命政府を代表する。

「カンボジア和平のため?諸宗教合同使節団 J

を共同設立。超宗派的なイニシアチブをとり

はじめ、 rr カンボジアと全世界の平和 j を祈

念する世界デー」 を開始。

1981 カンボジアおよび北アメリカ、ヨーロッパ、

オーストラリアのカンボジア人の再定住共同
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ABriefBiographyofMahaGhosananda

1929 BorninTakeoProvinceinsouth-centralCamｭ
bodia.

1943 InitiatedintotheCambodianBuddhistOrder.

1953 EnteredNalandaUniversityinBiharState,Inｭ
dia.

1956 AttendedtheSixthSanghaCOlmcilofBudｭ
dhism(2500B.E.)atKabaAyePagodainRanｭ
goon, Burma, asmemberoftheCambodian
delegation 山1der itsformer Sa 時ha Raja,
ChuonNath.

1957 ReceiveddoctoraldegreefromNalandaUniｭ
versity, titleMaha Ghosanandabestowed.
StudiedwithcontemporarymastersofBudｭ
dhisminMahayanaandTheravadatraditions
inJapanandCambodia.

1965 EnteredthehennitageofThaimeditation
masterVenerableAchaanOhammadaro.

1978 MetfirstinfluxofCambodianrefugeesenterｭ
ingSakeocampfollowingexpulsionofKhmer
Rougeregimefrompower.Oi 凶stri めbヲ丸川ut匂ed t仕ra配ct匂s
t句o thel'陀ef白uge配es丸， l'陀err 吐n出ng t出hem oftheBu叶d­
dha'swords:
byhah'ed, hah'edcanonlybeappeasedby
love."

1978 Establishedtemplesinrefugeecampsonthe
Thai-Cambodiaborder

1980 RepresentedKhmernation-in-exileasconsulｭ
tanttotheU.N.EconomicandSocialCow1cil.
Co-foundedInter-ReligiousMissionforPeace.
Launchedecwnenicalinitiatives, worlddays
ofprayerfor"PeaceinCambodiaandthe
WholeWorld."

1981 FOlmdedBuddhisttemplesinCambodiaand
Cambodian resettlement commwuties in
NorthAmerica, Europe, andAush ョlia; clぜ­

rentlyoversees temples, establishescultural
andeducationalprograms, sponsorsmeditaｭ
tionsforpeace, sponsorstrainingprograms
forhlunanrightsadvocacyanddevelopment
ofnonviolentconflictresolution.

1983 MetwithPopeJohnPaulIIinRometodiscuss
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ピルマにて、ノーベル平和賞受賞者アウン・サン・スー・チ一女史と会見

M油a GhosanandameetsNobellaureateAungSanSuuKyiin
Burma,1996.

体で仏教の寺院を建立。現在、海外の寺院で

は、文化的、教育的プログラムを確立し、平

和のための膜想の場を提供したり、人権擁護、

開発、非暴力による紛争解決のためのトレー

ニング・プログラムを提供したりしている。

1983 世界平和のための宗教的基盤を論じるために

アッシジにてローマ教皇ヨハネ・パウロ 2 世

聖下と会見。

1986 アッシジで聞かれた「平和のための祈りの集

いj に世界の宗教指導者と共に参加するよう

ローマ教皇に招科される(以来、毎年、集い

に出席)。

1988-1991

仏教僧による派遣団を国連主催の和平交渉に

引率し、和解案を提案し、国家の指導者達に

「平和は我々の共通の目標である J という意識

を喚起する。

1988 カンボジア仏教界大長老に任命される。

1989 ロード・アイランド州(アメ勺カ)のプロピデ

ンスにあるプロピデンス・カレッジから人道

主義的活動に対する名誉博士号を授与される。

1992 プノンペンにおいてシアヌーク国王よりサム

デック・プレアーの称号を与えられる。カン

ボジアでは、サムデック・ソング・サンティ

ピープ(平和のための宗教のリーダー)とし
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religiousbasisforworldpeacebeforeplanned
meetinginAssisi.

1986 InvitedbythepopetoparticipateinDayof
PrayerforWorldPeacewithworldreligious
leadersinAssisi(nowanannualeventalways
attendedbyMahaGhosananda).

1988-1991
LedcontingentsofBuddhistmonkstoU.N.ｭ
sponsored Cambodian peace negotiations,
proposingacompromiseandremindingnaｭ
tionalleadersthat"peaceisourcommon
goal."

1988 日ected aSupremePatriarchofBuddhismin
Cambodia.

1989 Grantedhonorarydoctorateofhumanitarian
serviceatProvidenceCollege, Providence, RI,
U.S.A.

1992 ReceivedthetitleSamdechPreal1fromKing
SihanoukinPhnomPenh.Popular 匂 known

asSamdechSongSantipeap(theleaderofReｭ
ligionforPeace)inCambodia.LedtheFirst
Dhammayietra(WalkforPeaceandReconc 出­

ation)foronemonthtm'oughnorthernCamｭ
bodiajustpriortofullimplementationof
United Nations Transitional Authority in
Cambodia(UNTAC)."StepbyStep:Meditaｭ
tionsonWisdomandCompassion"byMaha
Ghosananda publishedbyParallax Press,
U.S.A.(nowpublishedinKhmer, Thai, Spanｭ
ish, Portuguese,andJapanese).Awarded1992
RaftoFoundationPrizeforHumanRights,
Bergen,Norway.

1993 LedSecondDhammayietrathroughareaof
civilwarbefore 白Tst Cambodianelections,enｭ
couragingcitizenstoovercomefearofpolitiｭ
calviolenceandintimidationandexercise
theirrighttovote.Namedhonoraryleader
ofPonleuKhmer, citizens'advisorycow1cil
totheCambodianConstitutionalAssembly.
PonleuKhmerpresentsproposalsfortheproｭ
tectionofhumanrightsandfornonviolent
resolutionofthecon 出1山市 Cambodian conｭ
flict.InvitedtoattendtheParliamentofthe
World'sReligionsinChicago.

1994 Askedtoblesstheopeningceremonyofthe
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て親しまれる。

国連カンボジア暫定統治機構 (UNTAC)

が完全に設置される直前に、カンボジア :1ヒ部

を行進する「平和と和解のための第 1 回ダン

マヤトラ(法の巡礼)J を 1 カ月間率いる。

『微笑みの祈り一智慧と慈悲の旗想J (著者:

マハ・ゴーサナンダ)がアメリカのパラック

ス出版社によって出版される(その後、クメ

ール語、タイ語、スペイン語、ポルトガル語、

日本語に訳され出版される)。

ベルゲン(ノルウェー)にて fl992年度ラフ

卜財団人権賞J を授与される。

1993 第 I 回カンボジア総選挙の前に、内戦地を通

る第 2 回ダンマヤトラを率い、政治の暴力や

脅威に対する恐れを克服し、選挙権を行使す

るようにカンボジア市民を激励する。

カンボジア憲法制定議会への市民から成る諮

問委員会、ポンルー・クメールの名誉顧問に

任命される。ポンルー・クメールは人権擁護

とカンボジア紛争に対する非暴力による解決

案を提出する。

1993 シカゴで聞かれた万国宗教会議に出席するよ

う招 II与される。

1994 ポーランドのアウシュヴイツツにおいて「平

和と生命のための諸宗教巡礼 j の開会式を祝

福するように依頼される。

1994 戦争の傷跡の最も深いカンボジア西部の汁|を

通る第 3 回夕、ンマヤトラを率いる。行進は、

政府軍と反政府軍との一斉攻撃に遭い、平和

行進者 2 人が殺される。しかし、マハ・ゴー

サナンダ師は、「こういった暴力があるからこ

そ私たちは行進するのです j と宣言して、行

進を目的地まで導く。

北朝鮮のピョンヤンでシアヌーク国王の主催

により開催された和平交渉および後にプノン

ペンで聞かれた 2 回目の交渉に最高僧達から

成る派遣団を引率する。

長年の内戦の終結させるために、スリランカ
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InterfaithPilgrimageforPeaceandLifeat
Auschwitz,Poland.LedThirdDhammayietra
tlu'oughthemostheavilywar-tornwestern
provinceofCambodia.Thewalkwascaught
incrossfirebetweengovernmentandrebel
forces, andtwopeacewalkerswerek出ed.

Proclaiming"Thisviolenceisindeedthereaｭ
sonwewalk," MahaGhosanandaledthe
Dhammayietratoitscompletion.Ledcontinｭ
gentofhighest-rankingmonkstopeaceneｭ
gotiationsheld 山lder theauspicesofKing
SihanoukinPyongyang,NorthKorea, andto
asecondroundofnegotiationslaterinPhnom
Penh.Ledinterreligiousdelegationtopeace
negotiationsinColombo, SriLanka, tohelp
seekanendtothatCOlm 廿y's long-standing
civilwar.Nominatedfor1994NobelPrize
forPeacebyU.S.SenatorClaiborne Pell,
ChairmanofSenateForeignRelationsComｭ
mrttee.

1995 NominatedforasecondtimebySen.Pelland
ananonymousNobellaureateforthe1995
NobelPI包eforPeace.

January
DedicatedDisabledPersons'Center, Phnom
Pe 出.

February.
InternationalNetworkofEngagedBuddhists
(!NEB)conference, aslu-am, Nakhon, Nayok,
Thailand

March
InternationalWomen'sDay, PlU10mPenh/
Battambang; Buddhist Teachers' Meeting
(Asian-Western), Dharamsala,India

April
InternationalConsultancyonReligion,Educaｭ
tionandCulture, Atami, Japan;International
ConsultancyonReligion, EducationandCulｭ
ture,WindsorCastle,England

May
CambodianEngagedBuddhistNlmsandLayｭ
women,conferenceinTakmau

May-Jlme
LedFourthDhammayietraforPeaceandRecｭ
onciliationinCambodia, walkingfromthe
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のコロンボでの和平交渉に諸宗教の代表団を

引率する。

クレイボーン・ペル合衆国上院議員・合衆国

上院外交委員会議長によって、 1994年度ノー

ベル平和賞にノミネー卜される。

1995 1995年度ノーベル平和賞の受賞者候補として、

ペル上院議員と匿名のノーベル賞受賞者によ

って 2 回目の推薦を受ける。

1 月 プノンペンの身体障害者センターのために献

身。

2 月 タイのナコン・ナヨク・アシュラムでのイム事文

者国際連帯会議(lNES) に出席。

3 月 国際女性デー(於:プノンペン/バッタンパン)

に参加。

仏教の教師の会議(アジア・西欧) (於:イン

ド、ダラムサラ)に参加。

4 月 宗教、教育、文化に関する国際協議会(於:

日本、熱海)に参加。

宗教、教育、文化に関する国際協議会(於:イ

ギリス、ウインザ一城)に参加。

5 月 カンボジア 社会派仏教の尼僧と在家女性の

会議(於:タクマウ)に参加。

5-6 月 カンボジアにおいて第 4 回ダンマヤトラを率

い、タイ国境からベトナム国境まで行進する。

和平交渉の招集を継続し、依然として続いて

いるカンボジアにおける地雷と不発兵器の危

険について啓発する。

9 月 イギリス平和協議会のための準備会議に出席。

地雷を禁止するために、カンボジア死者慰霊

祭の聞に、国|努平和デ一式典を指揮する。

ゴルバチョフ財団主催のフォーラムに出席。

10 月 一般民衆の地雷による苦しみと地雷完全禁止

を嘆願するために通常兵器規制条約に関する

国連再一検討会議に出席。

「地雷禁止イタリアキャンペーン」の招待を

受けイタリアを旅行。

11月 イギリスのウインザ一城において聞かれた平

和協議会の創立会議に出席。平和協議会は、
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ThaibordertotheViehlameseborder.Continｭ
uedcallsforpeacenegotiationsandeducating
publicabouttheongoingdangershomland
minesandlmexplodedor出ance inCamboｭ
dia.

September
PreparatorymeetingforaPeace COlU1Cil,
U.K.;ledInternationalPeaceDayCeremonies,
duringCambodianFestivaloftheDead,fora
banonlandmines;attendedGorbachevFounｭ
dationStateoftheWorldForum.

October
AttendedU.N.ReviewConferenceonthe
ConventiononConventionalWeaponstopreｭ
sentthesufferingofordinarypeopledueto
landminesandpleadforatotalbanonthem;
touredItalyatinvitationoftheItalianCamｭ
paigntoBanLandMines.

November
FoundingmeetingofthePeaceCOlmcilat
WindsorCastle, England.ThePeaceCOlmcil
includesseveralNobellaureatesandhigh
representativesofallmajorworldreligions

1996 NominatedfortheNobelPrizeforPeacefor
thirdyearinarow.Nominatedin1996by
AmericanFriendsServiceCommittee(1967
NobelPrizerecipients)

February
LedBanMinesWeekparadeinPhnomPe出
forabanonlandmines 目

April
AttendedU.N.ReviewConferenceonConｭ
ventionalWeapons, Geneva,topleadforatoｭ
talbanonlandmines

May-Jlme
LedtheFifthDhammayietraforPeaceand
ReconciliationinCambodia, focusingondeｭ
forestationandtheroleplayedbythemiliｭ

tary,illegalloggingandtheongoingcivilwar.
Drewalinkbetweenhealthyforestsandthe
lifeoftheBuddhistorder.Membersofthe
PeaceCOlmciljointhewalk

July
InvitedtorepresentTheravadaBuddhistlinｭ
eageatGesthemaneEncolU1ter, aClu"istian-

25



数人のノーベル賞受賞者とすべての主要な世

界宗教の高位の代表者がメンバーに含まれる。

1996 アメリカ・フレンス奉仕団(1 967年度ノーベ

ル賞受賞者)によって、 3 年連続で 1996年度ノ

ーベル平和賞にノミネー卜される。

2 月 地雷禁止を訴えるために、プノンペンにおい

て、地雷禁止週間の行進を指揮する。

4 月 地雷の完全禁止を嘆願するために、ジュネー

ブでの通常兵器規制条約に関する国連再検討

会議に出席。

5- 6 月 カンボジアの平和と和解のための第 5 回ダン

マヤトラを率いる。山林伐採および軍隊、非合

法な伐採、なお続く内戦との関係に焦点を当

てる。健全な森林と仏教者の生活とを関係づ

ける。平和協議会のメンバーが行進に加わる。

7 月 アメリカのゲスジマニ修道院において開催さ

れたゲスジマニ・エンカウンタ一、すなわち

キリスト教と仏教の布教者の対話に上座部仏

教の代表として招科される。

9 月 ビルマで抑圧されているノーベル賞受賞者ア

ウン・サン・スー・チ一女史および仏教僧と

ピ Jレマにて会見。

10月 カリフォルニア(アメリカ)において、サン

フランシスコ世界フォーラムに参加する。

11 月 平和協議会のメンバーとして、ルイズ司教お

よびチアパス(メキシコ)のザノfテイスタス

のメンバーと会見。

12月 1997年のカンボジアにおけるダフマヤトラの

jレートを確{呆するためにクメール・ルージュ

のメンバーと会見。「開発のための仏教J のメ

ンバーによって組織され、様々な軍閥の代表

が出席した「仏教と平和の会議J (於:カンボ

ジア、バッタンパン)の後援者となる。

1997 過去のノーベル賞受賞者(匿名)により 4 度

目のノーベル平和賞受賞候補者にノミネー卜

される。

3-4 月 2~3 ヶ月前までクメール・ルージュの完全統

治下にあった地域を通る第 6 回ダンマヤトラ
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地雷禁止キャンベーンに参加しプラカードを持つゴ サナンダ師

MahaGhosanandaleadsanti-l 出ld minemarch

BuddhistMonasticDialogueatGesthemane
Abbey,U.S.A.

September
MetwithoppressedNobellaureateAtmgSan
SuuKyiandBuddhistSanghainBurma.

October
ParticipatedintheWorldForuminSanFr 氾1­

cisco,Calif.

November
MetwithBishopRuiz 但1d membersofZapｭ
atistasinChiapas, Mexico,asamemberofthe
PeaceCmmcil

December
MetwithmembersofKhmerRougetoarｭ
rangearouteforthe1997SixthDhammayieh"a
inCambodia.WasPatronofconferenceon
BuddhismandPeaceinBattambang,Camboｭ
dia, whichwasorganizedbyBuddhismfor
Developmentgroupandwasattendedbyrepｭ
resentativesofdifferentmilitantfactions.

1997 NominatedbyaformerNobellaureate(anonｭ
ymous)fortheNobelPrizeforPeacefora
fourthtime
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を率いる。行進が通る沿道の人々は、人生で

初めて、自由に組織された行事を見る。行進

はパンテアイ・チュマールのアンコール時代

の遺跡にて成功裡に終わる。

5 月 ワシントンのナショナル大聖堂においてチベ

ットに対する超宗派的な礼拝を共同指導して

くれるよう、ダライ・ラマ祝下に招かれる。

6 月 組織の後援者として、アジア全体および全世

界から社会活動派の仏教者を集めた「仏教者

国際連帯会議J (於:タイ、カンチャナブリ)

に出席。新モン族救援委員会の招待で、ピル

マータイの国境にあるハロックハニ難民キャ

ンプを訪問。

8 月 7 月のクーデターの後、カンボジアの権力闘

争において暴力禁止を求める最初の大衆行事

を指揮する。その後、スリランカに行き、サ

ルボダヤより平和賞を授与される。
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March-April
LedtheSixthDhammayietratlu'oughareasof
Cambodiawhichwere, lmt吐 a fewmonthsbeｭ
fore, lmderthetotalconh'oloftheKhmer
Rouge.Thepeopleintheareastlu'oughwhich
thewalkpassedwitnessedthe 白Tst freely01'ｭ
ganizedeventintheirlives.Walksuccessfully
concludedattheAngkorperiodruinsof
BanteyChammar.

May
InvitedbyHisHolinesstheDalaiLamatocoｭ
leadanecumenicalserviceforTibetattheNaｭ
tionalCathedralinWashington,D.C.

I山1e

AsaPatronoftheorganization, heattended
theInternationalNetworkofEngagedBudｭ
dhistsconferenceinKanchanaburiprovince,
Thailand, whichbroughttogetherBuddhist
socialactivistsfromthroughoutAsiaand
arolmdtheworld , VisitedHalockhanirefugee
campontheBurma-Thaiborderattheinvitaｭ
tionoftheNewMonReliefCommittee.
August
Afterthecoupd'etatinJulyheledthefirst
masseventcallingfor 創1endtotheuseofvioｭ
lenceinCambodianpowerstruggles.Helater
h'aveledtoSriLanka, wherehereceivedan
awardforpeacemakingfromtheSarvodaya
orgamzahon.
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